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§１．研究成果の概要  

 

2019 年度（半年間）は，2020 年度以降に本格的に開始する研究の下準備として文献調査等を進

めつつ，本研究構想に関連するさきがけ領域内外の数学・数理科学・計算機科学の研究者や医

学・生命科学の研究者らと共同研究の方向性や今後の協力・連携の仕方に関するディスカッション

を行った． 
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